
令和５年度評議委員会 開催

我
が
吉
田

　
　
　

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会

　
会
長
　
水
内
　
和
義

平
素
よ
り
吉
田

の
皆
様
に
は
、
住

民
自
治
協
議
会
の

事
業
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
職
も
四
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ

こ
三
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
事

業
が
こ
と
如
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
基
本
的
に
は
令
和
元
年

度
に
実
施
を
復
活
さ
せ
、
元
の
規
模
に
は

な
ら
な
い
ま
で
も
、「
元
に
戻
す
」
を
重
点

施
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
方
面
か
ら
も

事
業
計
画
が
発
表
さ
れ
休
止
し
て
い
た
事

業
を
四
年
ぶ
り
実
施
の
方
向
で
調
整
し
、

動
き
出
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
損
失
は
計
り
し
れ

な
い
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
止
ま
っ
た

事
に
よ
り
流
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
ず
、

町
全
体
が
沈
ん
で
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

一
刻
も
早
に
回
復
を
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

何
分
目
に
は
見
え
な
い
、
臭
い
も
し
な
い
、

何
と
も
や
っ
か
い
な
ウ
イ
ル
ス
に
は
手
を

焼
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。
高
齢
化
社

会
に
な
り
人
の
面
倒
ま
で
見
ら
れ
な
い
事

態
が
現
実
に
あ
り
ま
す
。
自
分
の
身
の
廻

り
の
事
は
自
分
で
や
る
。
知
人
の
鬼
籍
の

報
に
益
々
自
分
の
事
は
自
分
で
や
る
…
の

意
識
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
評
議
委
員
会
（
総
会
に

相
当
）
で
本
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
、

共
に
成
立
致
し
ま
し
た
の
で
粛
々
と
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
吉
田
に
住
む
住

民
を
大
切
に
し
、
我
が
町
が
賑
わ
い
の
あ

る
活
気
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
会
長
　
上
原
　
一
郎

こ
の
度
、
評
議

委
員
会
に
お
い
て

吉
田
地
区
住
民
自

治
協
議
会
副
会
長

に
任
命
さ
れ
ま
し

た
上
原
一
郎
で
す
。

吉
田
横
町
区
長
二
年
目
の
私
は
、
未
だ

区
内
の
事
業
に
も
慣
れ
な
い
状
況
に
あ
る

中
で
の
協
議
会
副
会
長
就
任
と
い
う
重
責

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
は
、
数
多

く
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
吉

田
公
民
館
・
吉
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

長
野
市
か
ら
の
業
務
も
受
託
す
る
な
ど
重

要
で
大
き
な
組
織
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

各
町
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
委
員

会
や
各
種
協
力
団
体
の
皆
様
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
、
吉
田
町
の
発
展
の
た
め

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
務
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
副
会
長
　
山
岸
　
健
一

こ
の
度
、
吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議

会
の
副
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
桐
原

区
長
の
山
岸
健
一
と
申
し
ま
す
。
住
民

自
治
協
議
会
は
、
行
政
の
窓
口
の
役
割

と
、
地
域
活
動
の
推
進
主
体
の
役
割
が

あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
長
野
市
に
は
32
の
住
民
自
治
協
議
会
が
あ
り
、
各

地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
紹
介
を
見
る
と
地
区
の
特
徴
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、
各
町
と
も
に
行
事
等
を
通
し
て
地
域
の
つ
な
が

り
を
つ
く
り
伝
統
や
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
の
共
通
の
課
題
は
地
域
の
活
動
の
担
い

手
・
後
継
者
不
足
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
日
厚
生
労
働
省

の
50
年
後
の
人
口
推
計
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
50
年
後
に
は

日
本
全
体
の
人
口
が
現
状
の
３
割
減
の
８
７
０
０
万
人
と
な
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
推
計
に
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
外
国
人
の
割
合
を
10
％
見
込
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
実
際
は
さ
ら
に
厳
し
く
推
移
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
な
か
で
い
か
に
住
み
や
す
い
地
域

を
維
持
し
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
住
民
自
治
協
議
会

の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
は
と
も

あ
れ
今
年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶
　
　
　
前
副
会
長
　
黒
柳
　
文
男

私
は
、令
和
３
年
か
ら
令
和
４
年
度
の

２
年
間
を
吉
田
住
民
自
治
協
議
会
の
副

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
は
住
民
自
治
協
議
会
発
足
時

の
吉
田
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
元
気
い
っ
ぱ
い
ひ
と
が
つ
な
が
る
町
吉
田
」
の
三
つ
の
柱
で

あ
る
「
安
全
安
心
な
町
づ
く
り
」、「
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
」、「
健
康
な
町
づ
く
り
」
を
基
本
的
な
テ
ー
マ

と
し
て
吉
田
地
域
が
安
全
・
安
心
で
、
幸
せ
を
感
じ
、
楽
し
み

が
あ
り
愛
着
の
持
て
る
地
域
を
目
指
し
て
、
住
民
自
ら
が
地
域

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
自
ら
考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
し
活
動

す
る
場
を
提
供
す
る
と
い
う
考
え
に
よ
り
各
部
会
・
委
員
会
・

協
力
団
体
の
皆
様
方
と
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
希
望

を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
し
て
吉
田
地
域
の
災
害
防

止
の
た
め
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
千
曲
川
氾
濫
を
基

に
浅
川
流
域
に
つ
い
て
浅
川
ダ
ム
か
ら
浅
川
排
水
機
場
及
び
中

野
市
の
立
が
花
の
狭
窄
部
拡
幅
工
事
状
況
の
防
災
研
修
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
が
お
互
い
に
協
力
・

連
携
し
て
「
自
分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
き
活
動
す
る
自
主
防
災
組
織
の
役
割
を
再
度
考

え
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

吉
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
は
設
立
か
ら
10
年
が
経
過
す
る

中
で
、
社
会
環
境
の
変
化
等
の
要
因
か
ら
様
々
な
課
題
も
生
じ

て
い
ま
す
。
住
民
自
治
協
議
会
自
体
や
住
民
自
治
協
議
会
の
活

動
が
住
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
定
年
延
長
や
高
齢
化
に
よ
っ

て
地
域
役
員
・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
の
担
い
手
が
不
足
し

て
い
る
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
10
年
の
過
去
を
振
り
返
っ

て
総
括
を
す
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

就
任
し
た
時
期
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
し
た
。
住
民
自
治
協
議
会
の
各
部
会
を
は
じ
め
各
委
員

会
並
び
に
各
協
力
団
体
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、「
夏

ま
つ
り
」、「
吉
田
町
民
大
運
動
会
」
等
の
各
部
会
が
計
画
し
て

い
た
各
種
事
業
は
「
三
密
」
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
多
数

の
事
業
が
中
止
と
い
う
残
念
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
「
自
助
」
が
い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
公

助
」
も
な
く
、地
域
で
の
「
共
助
」
に
も
頼
れ
ず
、各
家
庭
の
「
自

助
」
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
生
活
を
見
直
し
、
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り

や
地
域
住
民
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
事
業
、
地
域
住
民
と
し
て

必
要
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
事
業
を
区
分
し
、
地
域
住
民
の
誰

も
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
参
画
し
、
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
る
こ
と

で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
地
域
役
員
の
担
い
手
不
足
等

の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

住
民
自
治
協
議
会
は
行
政
連
絡
区
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
・

運
営
さ
れ
、
地
区
全
体
に
ま
た
が
る
課
題
、
行
政
連
絡
区
単
独

で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
で
す
。「
小
さ

な
課
題
」
で
も
取
り
上
げ
解
決
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
退
任
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様

方
の
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
挨
拶
　
　
　 

前
副
会
長
　
水
倉
　
健
一

令
和
五
年
度
も
三
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
春
ま
で
自
治
協

副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
上
町
の
水
倉
で
す
。
在
任
中
は
住
民

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
無
事

に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
大
勢
の
住
民
の
皆
様
が
参
加
す
る
事
業
は
実
施

で
き
ず
、
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
機
会
が
な
い
ま
ま
に
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
、
あ
ま
り
お
役
に
た
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
度
は
感
染
症
の
コ
ロ
ナ
の
対
応
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
に

な
り
、「
自
治
協
の
事
業
も
暫
く
は
世
間
の
様
子
を
見
な
が
ら
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻
っ
て
行
く
の
か
な
」
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

私
の
地
元
の
上
町
を
始
め
吉
田
地
区
も
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
き
て
七
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
仕
事
を

続
け
る
時
代
と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自
治
会
の
役
員

を
始
め
、
様
々
な
団
体
の
役
員
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

各
町
の
状
況
を
お
聞
き
す
る
に
、
役
員
の
担
い
手
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
困
っ
て
い
る
と
の
話
を
き
き
ま
す
。
ど
う
か
、
私
た
ち

の
大
切
な
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
の
互
助
組
織
を
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
野
市
吉
田
支
所
長
　
今
井
　
剛
志

本
年
四
月
に
吉
田
支
所
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
今
井
剛
志
と
申
し
ま
す
。

日
頃
、
吉
田
地
区
の
皆
様
に
は
、
長

野
市
政
へ
の
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
田
地
区
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性
が
よ
く
、
多
く
の
若
者
が

集
い
、
元
気
で
明
る
い
大
変
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
、
ま
た
、
有

形
・
無
形
の
文
化
財
が
存
在
す
る
魅
力
的
な
ま
ち
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

住
民
自
治
協
議
会
様
と
協
力
・
連
携
し
、
地
区
内
の
課
題
解

決
に
努
め
、
引
き
続
き
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令和５年度　主な事業計画

　中心組織として関連機関等との連携・協議・調整を行う。
・長野市住民自治協議会理事会、各種会議、行事への出席
・各種要望、募金の取りまとめ
・視察研修
・吉田地区防災研修　・住民自治協議会だよりの発行

防災・防犯委員会
・吉田地区防災研修　・各種行事における警戒警備
・地域安全活動（振込詐欺・空き巣防止の街頭広報）
・大いちょうパトロール
交通安全委員会
・白線引き事業　・交通安全パトロ－ル、街頭指導
・各種行事における交通安全協力　・石碑周辺の整備・清掃

人権教育委員会
・第23回人権を認め合う住民の集い（吉田小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月 10日
・各町単位の人権教育研修会　各町年間1回開催
育成会委員会
・吉田こどもフェスタ　６月25日
・夏まつり「こども広場」　７月23日
・クリスマスフェスティバル　未定
青少年委員会
・第36回「吉田町青少年健全育成住民の集い」10月 15日
・吉田地区防犯協会との合同パトロール
公民館委員会
・野球、ソフトバレーボール大会　６月４日
・2023吉田ふるさと夏まつり　７月22日
　（吉田びんずる・何丸踊り）
・第97回吉田町町民大運動会　10月１日　吉田小学校
・第37回吉田町文化祭　11月 12日
・吉田町俳句の日　11月 12日
・吉田町成人式、新年交歓会　１月７日
・環境学習会（冬鳥の観察会）　１月20日

・ゴミゼロ運動　
・花いっぱい運動
・研修会

・第三次吉田地区地域福祉活動計画の推進
福祉委員会
・福祉推進員研修会　・男性の地域デビュー
・福祉・健康フェスタ
・福祉活動情報交換会
・お茶のみサロン事業
保健委員会
・健康講座　運動講習会
　（身近なものを使って自分の健康管理）

区長部会 環境美化部会

福祉・保健部会

安全・安心部会
教育・公民館部会

令和４年度　吉田地区住民自治協議会一般会計　決算報告
令和４年４月１日から令和５年３月 31日まで

令和５年度　吉田地区住民自治協議会一般会計　予算
令和５年４月１日から令和６年３月 31日まで

収入の部 収入の部 （単位：円）（単位：円）

（単位：円）支出の部 支出の部 （単位：円）

項　　　　目 予算額（A） 収入済額（B）差引 (B) －（A） 内　　容
1　公的補助収入 16,775,000 16,507,996 △ 267,004

（１）地域いきいき運営交付金 15,071,000 15,071,000 0 長野市から
（２）補助金 1,704,000 1,436,996 △ 267,004 長野市、市社協から
２　負担金収入 6,054,000 6,053,580 △ 420 15 区から
３　繰入金 0 0 0
４　雑収入 348,597 595,214 246,617 募金事務費他
５　前年度繰越額 5,622,403 5,622,403 0

合　　　　計 28,800,000 28,779,193 △ 20,807

項　　　　目 ５年度予算額 内　　　　容
1　公的補助収入 16,826,000

（１）地域いきいき運営交付金 15,122,000 長野市からの交付金
（２）補助金 1,704,000 長野市から、長野市社会福祉協議会から
２　負担金収入 6,001,000 15 区から
３　繰入金 0
４　雑収入 406,014
５　前年度繰越金 7,266,986

合　　　　計 30,500,000

項　　　　目 ５年度予算額 内　　　　容
１　区長部会 980,000 部会・諸団体協同事業他
２　安全・安心部会 415,000 自主防災研修会他
３　環境美化部会 460,000 花いっぱい運動他
４　福祉・保健部会 1,020,000 地域福祉活動計画の推進、健康講座他
５　教育・公民館部会 2,785,000 人権教育研修会他・町民大運動会、成人式
６　事務局費 11,500,000 人件費、自治会活動保険料、住民自治協議会だより他
７　配分・補助金・負担金 7,977,000 15 地区への配分、団体への補助金
８　繰出金 300,000
９　予備費 5,063,000

合　　　　計 30,500,000

項　　　　目 予算額（A） 支出済額 (B) 差引 (A)－（B） 内　　容
１　区長部会 435,000 268,369 166,631 部会・諸団体協動事業他
２　安全・安心部会 209,000 60,443 148,557 防災研修会
３　環境美化部会 289,000 172,837 116,163 花いっぱい運動他
４　福祉・保健部会 1,205,000 822,328 328,672 地域福祉活動画策定他

５　教育・公民館部会 788,000 439,584 348,416 人権教育指導員研修会、成人
式、クリスマスプロジェクト

６　事務局費 11,100,000 8,322,026 2,777,974 人件費、自治会活動保険料、
住民自治協議会だより他

７　配分・補助金・負担金 11,428,000 11,426,620 1,380 15 地区への配分、団体への
補助金

８　繰出金 300,000 0 300,000
９　予備費 3,046,000 0 3,046,000

合　　　　計 28,800,000 21,512,207 7,287,793

収 入 済 額 28,779,193 円
支 出 済 額 21,512,207 円
差 引 額 7,266,986 円

収入予算額 30,500,000 円
支出予算額 30,500,000 円
差　引　額 0 円
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令和５年度
吉田地区住民自治協議会役員等・顧問・相談役

令和５年度　区長名簿

役　職　名 氏　名
会　長 水内　和義
副会長 上原　一郎
副会長 山岸　健一
区長部会  部会長 水内　和義
安全・安心部会  部会長 倉澤　光朗
防災・防犯委員会  委員長 倉澤　光朗
交通安全委員会  委員長 中澤　　崇
環境美化部会  部会長 根岸　裕司
福祉・保健部会  部会長 青木　和宏

福祉委員会  委員長 青木　和宏

保健委員会  委員長 今井　敏子
教育・公民館部会  部会長 山﨑　弘道
人権教育委員会  委員長 佐藤　眞一
育成会委員会  委員長 長岡　順子
青少年委員会  委員長 巻渕　千絵
公民館委員会  委員長 山﨑　弘道
会計管理者 山岸　　亨
監　事 岡谷　利昭
監　事 東條　玲子
顧　問 三井　経光
顧　問 近藤　満里
相談役 霜田　市郎
相談役 塚田　和雄

町　　名 氏　　名
押　　　鐘 水　内　和　義
桐　　　原 山　岸　健　一
上　　　町 金　丸　光　男
吉 田 田 町 西　澤　　　順
吉 田 横 町 上　原　一　郎
本　　　町 山　本　政　則
北　本　町 西　澤　直　樹
広　　　町 清　宮　利　花
小　　　町 長　田　章　一
吉 田 東 町 上　原　成　明
中　　　越 長　崎　　　修
太　　　田 嶌　﨑　　　厚
鍋　　　屋 山　崎　和　正
原　　　町 田　中　　　潤
西　　　堀 小　林　　　豊
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 (委員会）(部会）

吉田地区住民自治協議会組織図

（意思決定機関）

評議委員会

（総　　会）

常任評議委員会

常設
議決機関

事務局

事務局長

職員

（執行機関）

部会長 1名
副部会長 2名

部会長　　 1名
副部会長　2名
（1名会計担当）

部会長 1名
副部会長 1名

部会長 1名
副部会長 1名

部会長 1名
副部会長 3名

・長野市立吉田公民館・長野市吉田老人福祉センター管理運営委員会

（協力団体等）総務人事委員会

経営委員会

運営協議会

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

委員長　副委員長　会計担当

会計管理者

企
画
調
整
会
議

区長部会

安全・安心部会

環境美化部会

福祉・保健部会

教育・公民館部会

顧　問
若干名

相談役
若干名

監　事
2名

防災・防犯委員会

交通安全委員会

福祉委員会

保健委員会

人権教育委員会

育成会委員会

青少年委員会

公民館委員会

三役会

吉田地区民生児童委員協議会

吉田地区防犯協会

吉田地区白バラ会

長野交通安全協会吉田支部

長野市消防団長野第八分団

吉田地区保護司会

赤十字奉仕団吉田分団

吉田地区更生保護女性会

吉田商工振興会

吉田地区和楽会連合会

吉田地区遺族会

手をつなぐ育成会吉田支部

大イチョウ保存会

吉田地域整備開発促進期成同盟会 

東部中学校PTA(吉田地区）

吉田小学校PTA

湯谷小学校PTA(吉田地区）

吉田地区少年警察ボランティア

・長野市立吉田公民館(館長、副館長、職員）

・長野市吉田老人福祉センター(所長、副所長、職員）
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